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「緑の風」ＪＲＥＵ  ＴＩＭＥＳ  ＯＢ版（ ＯＢ会 ニュース  №264） 

        

    本部 OB会第 23回定期総会成功裡に終了 
現役を支え 12地本総団結のため 

OB会らしい運動を進めよう ！  
 
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

古
川
会
長
か
ら
、
①
東
労
組
・
労
働
運
動
の
危

機
、
②
平
和
運
動
の
危
機
、
③
命
を
守
る
危
機
の
、

三
点
に
わ
た
っ
て
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
東
労

組
に
対
す
る
会
社
の
姿
勢
に
対
し
、
対
抗
す
る
体
制

づ
く
り
・
新
し
い
運
動
の
ス
タ
イ
ル
の
必
要
性
と
、

本
部
OB
会
の
課
題
と
も
な
っ
た
八
王
子
地
本
OB

会
と
地
本
の
関
係
が
改
善
さ
れ
な
い
現
実
、
混
乱
が

克
服
で
き
て
い
な
い
状
況
に
触
れ
「
松
崎
さ
ん
を
盾

に
し
て
は
ダ
メ
」「
晩
節
を
汚
し
て
は
ダ
メ
」「
生
涯

労
働
者
を
貫
こ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

 
来
賓
の
徳
野
執
行
副
委
員
長
か
ら
、
統
一
地
方
選

挙
前
半
の
結
果
、
後
半
戦
と
夏
の
参
議
院
選
挙
に
向

け
た
考
え
方
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
１８
春
闘

の
教
訓
を
も
と
に
１９
春
闘
で
は
組
合
員
と
向
き
合

い
ベ
ア
平
均
1

,

0

5

0
円
を
実
現
し
た
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
貨
物
労
組
OB
会
の
中
村

副
会
長
か
ら
、
社
会
保
障
を
切
り
下
げ
る
一
方
で
憲

法
改
悪
に
突
き
進
む
安
倍
政
権
を
倒
す
必
要
性
と

連
帯
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

質
疑
で
は
各
地
方
本
部
OB
会
の
12
名
か
ら
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

▽
横
浜 

・
「
憂
う
会
」
の
評
価
を
め
ぐ
り
会
長
が
交
代
し
た 

・
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
と
共
に
花
見
や
ハ
イ
キ
ン
グ

な
ど
レ
ク
を
開
催
し
て
き
た 

     

晩
節
を
汚
さ
ず
、
生
涯
労
働
者
を
貫
こ
う 

特
徴
的
な
発
言 

・
レ
ク
な
ど
を
重
ね
、
会
員
同
士
楽
し
い
一

時
を
過
ご
し
て
い
る 

▽
盛
岡 

・
震
災
か
ら
8
年
宮
古
線
が
復
興
し
、
地

域
も
元
気
に
な
っ
て
き
た
。 

・
支
部
数
も
減
少
し
た
が
、
OB
会
活
動
は

こ
れ
ま
で
通
り
や
っ
て
い
く 

▽
高
崎 

・
信
頼
関
係
で
会
費
を
払
っ
て
く
れ
る 

・
長
野
の
仲
間
と
平
和
研
修
を
実
現
し
た 

・
統
一
地
方
選
は
、
3
名
の
組
織
内
候
補

を
抱
え
頑
張
っ
て
い
る 

▽
水
戸 

・
不
当
労
働
行
為
が
や
ま
な
い 

・
一
人
乗
務
反
対
、
新
聞
が
取
り
上
げ
た 

・
財
政
問
題
、
OB
会
に
相
談
あ
っ
た
の
か 

・
労
働
者
魂
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い 

▽
千
葉 

・
エ
ル
ダ
ー
会
員
は
拡
大
し
て
い
る 

・
レ
ク
、
選
挙
の
取
り
組
み
も
積
極
的
に
や

っ
て
い
る 

・
森
び
と
、
9
条
連
な
ど
地
域
に
出
て
活

動
の
輪
を
広
げ
て
い
る 

▽
新
潟 

・
選
挙
の
取
り
組
み
と
会
費
徴
収
を
同
時

に
進
め
て
き
た 

・
OB
会
の
現
実
を
し
っ
か
り
把
握
し
て
対

策
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

・
退
職
者
連
合
な
ど
と
の
連
携
が
大
切 

・
会
則
に
、
社
会
保
障
問
題
な
ど
を
入
れ
て

は
ど
う
か 

・
振
込
手
数
料
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
対
す

る
対
応
を
考
え
て
ほ
し
い 

▽
長
野
（
バ
ス
） 

・
OB
会
活
動
と
は
何
か
を
改
め
て
考
え
る 

・
退
職
者
連
合
と
連
携
し
「
年
金
上
げ
ろ
」

な
ど
の
署
名
を
や
っ
て
も
い
い
の
で
は 

▽
八
王
子 

・
現
役
を
支
え
18
春
闘
を
た
た
か
っ
て
き

た
が
、
途
中
か
ら
違
う
と
感
じ
た 

                

参
院
選
で
安
倍
政
権
を
追
い
詰
め
よ
う 

JR
東
労
組
本
部
OB
会
は
4
月
19
日
、
本
部
・
大
会
議
室
に
お
い
て
来
賓
に
徳
野
中
央
執
行
副

委
員
長
、
田
崎
組
織
研
修
担
当
部
長
、
中
村
JR
貨
物
労
組
OB
会
副
会
長
を
迎
え
、
第
23
回
定
期
総 

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の
総
会
は
、
財
政
的
な
問
題
も
あ
り
委
員
数
を
減
ら
し
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
東
京
・
八
王
子
・
大
宮
地
本
の
OB
会
か
ら
計
16
名
の
傍
聴
参
加
が
あ
り
成
功
裏

に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

総
会
は
渡
部
副
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
大
宮
地
本
選
出
の
大
谷
委
員
を
議
長
に
選
出
し
議
事

は
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

▽
秋
田
（
横
手
） 

・
活
動
を
知
り
た
い
の
で
、
各
地
本
・
支
部
OB

会
の
発
行
し
て
い
る
情
報
が
ほ
し
い 

・
会
費
徴
収
の
た
め
支
部
に
常
駐
し
て
い
る 

・
お
互
い
に
認
め
合
い
、
混
乱
を
乗
り
越
え
近

未
来
を
描
く
こ
と
が
大
切 

▽
東
京 

・
不
当
労
働
行
為
が
や
ま
な
い 

・
労
働
者
は
労
働
委
員
会
な
ど
第
三
者
機
関

を
活
用
す
べ
き 

・
組
合
基
金
に
つ
い
て
取
り
崩
し
を
OB
会
は

知
っ
て
い
た
の
か 

▽
仙
台 

・
明
る
く
楽
し
い
OB
会
づ
く
り
を
目
指
す 

・
組
合
員
を
置
き
去
り
に
し
な
い
運
動
を 

・
在
宅
介
護
な
ど
高
齢
者
が
住
み
や
す
い
社

会
の
実
現
の
た
め
安
倍
政
権
打
倒 

▽
大
宮 

・
あ
と
6
年
で
改
革
経
験
者
が
退
職
す
る 

・
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
の
OB
会
加
入
が
難
し
く

な
っ
て
い
る 

  

          

裏
面
に
続
く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発言する堀口委員（高崎） 



   
 
 
 
 

                  

 

                

  

 

                                       

                                        

 

 
                   
 

                  
 

  

                   
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

     

「緑の風」ＪＲＥＵ  ＴＩＭＥＳ  ＯＢ版（ ＯＢ会 ニュース  №264 ） 

 

地本 日時 場所 

盛岡地本 5月 10日 地本会議室 

秋田地本 5月 21日 地本会議室 

東京地本 5月 22日 王子・北とぴあ 

仙台地本 5月 23日 地本会議室 

長野地本 6月 1日 北中公民館 

大宮地本 6 月 8 日 宮総・講習室 

千葉地本 6月 15日 千葉生涯学習センター 

新潟地本 6月 28日 新潟鉄道信用組合 

横浜地本 6月 29日 茅ヶ崎勤労市民会館 

横浜地本 6月 29日 茅ヶ崎勤労市民会館 

 
＊各地本 OB会は、総会日程が決まりましたら、 
本部 OB会まで連絡をお願いします。 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

組合員との徹底した議論と創造的闘いで、ベア実現！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

◆
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
組
合
員 

 
 
 
 
 

エ
ル
ダ
ー
組
合
員 

・
定
期
昇
給
と
基
本
賃
金
5

0

0
円
引

き
上
げ 

◆
バ
ス
東
北
本
部 

・
定
期
昇
給
の
実
施 

◆
バ
ス
関
東
本
部 

・
定
期
昇
給
と
ベ
ア
一
律
3

0

0
円
、
他 

◆
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
協
議
会 

・
定
期
昇
給
の
実
施
（
昇
給
係
数
4
） 

 
 

JR
東
労
組
は
19
春
闘
に
臨
む
に
当
た

り
、
JR
総
連
の
統
一
ベ
ア
要
求
の
満
額
獲

得
に
向
け
、
た
た
か
い
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。
ま
た
、
18
春
闘
の
「
大
敗
北
」
を
踏

ま
え
「
毎
年
そ
の
都
度
労
使
で
決
め
る
」
と

い
う
基
本
ス
タ
ン
ス
で
職
場
の
力
を
基
礎

に
議
論
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。 

 

3
月
15
日
に
回
答
を
受
け
ま
し
た
が
、

要
求
と
大
き
く
乖
離
す
る
た
め
、
全
地
本
委

員
長
会
議
の
議
論
を
経
て
妥
結
し
ま
し
た
。 

 
今
回
の
ベ
ア
は
、
所
定
昇
給
額
の
6
分

の
１
を
加
算
。
ま
た
主
務
職
・
T
等
級
以

上
に
1

0

0
円
の
加
算
と
い
う
も
の
で

す
。
満
額
獲
得
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
昨
年
の
平
均
7

4

8
円
を
上
回
り
、

平
均
1

,

0

5

0
円
の
回
答
を
引
き
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
・
エ
ル
ダ
ー

組
合
員
の
賃
金
改
定
を
実
現
す
る
成
果
を

上
げ
ま
し
た
が
、
第
二
基
本
給
の
凍
結
な
ど

実
現
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
も
議

論
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

要
求
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
は
「
組
織

力
」
が
最
も
重
要
で
す
。
し
か
し
現
在
の
JR

東
労
組
の
「
組
織
力
」
は
混
乱
に
よ
っ
て
大

き
く
後
退
し
て
い
ま
す
。
20
春
闘
勝
利
に

向
け
、
後
退
し
た
「
組
織
力
」
を
高
め
る
こ

と
が
急
務
な
課
題
と
い
え
ま
す
。 

各
企
業
は
、
世
界
的
な
景
気
減
速
懸
念
を

反
映 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

基本給の平均改善額 1，050円 
（所定昇給額×1／6） 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

反
映
し
、
前
年
水
準
を
割
り
込
む
回
答
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。
し
か
し
、
企
業
の
利
益
は
空
前
の
高

水
準
で
、
内
部
留
保
は
4

4

6
兆
円
を
超
え

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
労
働
分
配
率
は
66

.

2
％
で
、
74
年
度(

65

.

1
％)

以
来
43
年

ぶ
り
の
低
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す 

春
闘
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
自
動
車
総
連
は

「
ベ
ア
に
ば
か
り
焦
点
を
当
て
る
と
、
大
企
業

と
中
小
企
業
の
格
差
是
正
に
つ
な
が
ら
な
い
」

と
し
、
統
一
要
求
額
を
示
さ
ず
、
ト
ヨ
タ
自
動
車

の
労
使
は
ベ
ア
の
要
求
や
回
答
の
内
訳
を
非
公

表
に
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
電
機
連
合
は
統
一
交
渉
で
臨
み
ま
し

た
が
、
昨
年
よ
り
5

0

0
円
低
い
1

，

0

0

0
円
で
妥
結
し
ま
し
た
。
自
動
車
総
連
に
続

き
電
機
連
合
で
も
統
一
交
渉
の
見
直
し
が
伝
え

ら
れ
、
横
並
び
が
崩
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

 

  

統
一
地
方
選
・ 

★
東
京
地
本
OB
会
は
3
月

30
日
、
飛
鳥
山
公
園
に
お
い
て
エ
ル
ダ
ー
連
絡

会
主
催
の
花
見
に
参
加
し
ま
し
た
。
総
勢
1

7

5
名
の
参
加
で
大
成
功
に
終
わ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

★
横
浜
地
本
OB
会
は
3
月
30
日
、
エ
ル
ダ
ー

会
員
と
共
催
で
花
見
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
寒
波
の
襲
来
で
急
遽
地
本
会
議
室
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
貨
物
労
組
の
仲
間
を
含
め
総

勢
65
名
と
い
う
盛
況
で
し
た
。 

★
大
宮
地
本
OB
会
は
4
月
6
日
、
大
宮
公
園

に
お
い
て
、
OB
会
・
エ
ル
ダ
ー 

・
シ
ニ
ア
総
勢
1

0

7
名
の 

仲
間
が
参
加
し
、
交
流
を
深
め 

大
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
届
く
頃
に
は
、
風
薫
る
爽

や
か
な
季
節
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

来
年
も
桜
の
下
で
旧
交
を
温
め
合
い
ま
し
ょ
う 

        

 

  

 

 

これからも続けます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各
地
で
花
見
真
っ
盛
り 

震
災
か
ら
8
年
、
3

月
11
日
「
風
化
さ
せ
な

い
！
い
つ
ま
で
も
『
や

さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
未
来

に
向
け
て
』」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
米
沢
で
「
追
悼

式
・
復
興
の
集
い
」
が
開

催
さ
れ
、
仙
台
地
本
・
米

沢
地
区

OB

会
も
副
実

行
委
員
と
し
て
、
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
お
手
伝

い
を
し
ま
し
た
。 

         

復
興
支
援
を
続
け
る 

米
沢
地
区
OB
会 

各
地
本
OB
会
総
会
を
成
功
さ
せ
よ
う 

決定している各地本 OB会総会日程 今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

・
7
月
12
日 

日
本
退
職
者
連
合
第
23
回
定
期
総
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

連
合
会
館
に
て 

・
9
月
17
日 

2

0

1

9
全
国
高
齢
者
集
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
て 

 

 

 

 

 

 

 
職場から届けられた多くの檄布 

 

・
10
月
、
八
王
子
支
部
か
ら
支
部
OB
会
の

活
動
停
止
を
通
告
さ
れ
た 

・
12
地
本
総
団
結
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も

OB
会
ら
し
い
運
動
を
進
め
る 

 

質
疑
の
最
後
に
伊
藤
事
務
局
長
が
総
括

的
な
ま
と
め
と
考
え
方
、
新
体
制
に
引
き

継
ぐ
課
題
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
総
会
で
、
長
年
本
部
OB
会
運
動
を

献
身
的
に
牽
引
し
て
き
て
頂
い
た
古
川
会

長
は
じ
め
7
名
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
奥
山
新
会
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
終
了
し
ま
し
た
。 

   

会

長
（
本

部
） 

奥
山 

光
昭 

副

会

長
（
東

北
） 

宮
田 

利
昭 

副

会

長
（
東
関
東
） 

柴
田 

正
寛 

 
 
 
 
 
 
 
 

副

会

長
（
西
関
東
） 

大
谷 

和
夫 

副

会

長
（
上
信
越
） 

金
子 

秀
一 
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